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お孫さんと映画を見に出掛けた武田さん。「決められた場所以外では喫煙しないように

しています」（松戸駅西ロデッキで）

駅周辺道路のポイ捨てゴミ

(対象道路上に捨てられたごみの合計)

タバコの吸い殼　　　　　 空き缶・空き瓶

実施前　　実施後　　　　　　 実施前　　 実施後

調査日…平成 ８年11 月１０日( 実施前)

平成10 年11 月２９日( 実施後)

対象地域…松戸駅周辺の半径200m区域内の各道路

調査員…町会・自治会 一商店会・ボランティアなど１６０人

(ポイ捨てウオッチン グとして参加)

空 き 缶 ・ 空き 瓶 は 約５割 減

タ バ コ の 吸い 殼 は 約２割 減

ポ
イ
捨
て
防
止
の
携
帯
灰
皿
を
配
布
し
て

呼
び
掛
け
ま
す

人 口 と 世 帯　1 月1日現在

人口 462,649人

234,256人

228,393人

178,035世帯

主な内容

審議会等の会議を

原則公開します

介護保険制度の仕組み

生き物調査員を募集

健康増進センター特集

情報チャンネル

駅
周
辺
の
道
路
で
は

「ポイ捨て対策モデル事業」の
主な取り組み

デッキ上を分煙化

松戸駅の東西デッキ上6 力

所に喫煙ゾーンを設け､ 分煙

化を図っています。

4分別型のごみ箱を設置

松戸駅の東西デッキ上

６ヵ所に４分別型のごみ

箱を設置し、きちんとご

みを分別できるようにし

ました。

↓ 地域の商店も協力

１　 ポイ捨てごみをなくすために

お店の前に灰皿や空き缶などの

回収ボックスを置き、管理して

もらっています。

※「ポイ捨て対策 モデル事業」は「松戸 市空

き缶などの散乱防止対策市民会議（通称メ

イク松戸ビューティフル）」の提言や、「ポ

イ捨てに関する 市民アンケート調査」 の結

果を踏まえてスタ ートし まし た。

駅のデッキ等のポイ捨てゴミ

タバコの吸い殼

(2日間の合計)

空き缶・空き瓶

実施前　　実施後　　　　　　 実施前　　実施後

調査日…平成10 年 ９月２４日 ・２５日（実施前）

平成10 年11 月２６日・２７日（実施後）

対象地域…松戸駅東西デッキと連絡通路

調査員…市職員

メ
イ
ク
松
戸
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

な
ど
の
市
民
団
体
や
地
元
町
会
・

自
治
会
・
商
店
会
か
中
心
と
な
っ

て
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
定
期

的
に
行
い
、
ポ
イ
捨
て
防
止
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
券
に
つ
い
て
は
、

２
月
５
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

駅
の
デ
ッ
キ
と
連
絡
通
路
で
は

①
歩
き
な
が
ら
の
喫
煙
を
自
し
ゅ

く
し
て
も
ら
う

②
デ
ッ
キ
上
で
は
喫
煙
所
を
利
用

し
て
も
ら
う

③
灰
皿
の
な
い
場
所
へ
は
携
帯
灰

皿
を
持
参
し
て
も
ら
う

こ
と
を
重
点
項
目
と
し
て
、

①
定
期
的
な
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

②
Ｐ
Ｒ
看
板
の
設
置

③
町
会
・
自
治
会
・
企
業
の
回
覧

④
広
報
ま
つ
ど
に
掲
載

に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
に
「
ポ
イ

捨
て
」
の
現
状
を
認
識
し
て
も
ら

い
、
モ
ラ
ル

ー
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

啓
発
し
て
い
き
ま
す
。
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「
松
戸
駅
周
辺
の
ポ
イ
捨
て
対
策
モ
デ
ル
事
業
」
が
昨
年
の
1
0月
1
8日

か
ら
始
ま
り
、
三
ヵ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

四
分
別
型
の
ご
み
箱
を
設
置
し
た
こ
と
で
、
空
き
缶
や
空
き
瓶
な
ど
に

つ
い
て
は
か
な
り
の
効
果
が
上
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殼
に
つ
い
て
の
効
果
は
、
い
ま
ひ
と
つ
で
す
。

ま
ち
の
環
境
美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

冐
清
掃
管
理
課
企
画
調
整
係
a
3
6
6
・
7
3
3
1

モ
デ
ル
事
業
実
施
前
と
後
で
、
同
じ
場
所
で
の
ポ
イ
捨
て
ご
み

の
数
を
、
曜
日
や
天
候
な
ど
同
じ
条
件
で
調
べ
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

効果の把握

クリーンセンターの
ダイオキシン測定結果

クリーンセンター敷地内の土壌および冷却水のダイ

オキシン濃度を測定した結果をお知らせします。

なお、土壌中のダイオキシンについては、環境庁が

居住地等に係る暫定的な指針値を提案しています。市

の測定結果はこれを下回っています。

ダイオキシン測定結果　（平成10年10月9日）

クリーンセンター 測定結果

土壌（2地点）
Ａ地点 2ﾜpg-TEQ/g

Ｂ地点 73 pg-TEQ/g

暫定指針値（環境庁提案） 1000 昭 一TEQ/g

冷却水 0.040 ∩9一丁[]0/ 忿

注:n9 （ナノグラム) =g  (グラム）の10億分のl

p9 （ピコグラム) =g  (グラム）の1兆分の1

鬩 クリ ー ン セ ンタ ー管 理 係S384-3115

松
戸
駅
周
辺
の
ポ
イ
捨
て

ご
み
の
数
を
調
べ
ま
し
た

ま

ち

の

環

境

美
化

に

ご

協

力

く

だ
さ

い
　
　

二

卜一
……
…

「
ポ
イ
捨
て
対
策
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
中

清掃をしている人に
聞きました

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
派
遣

さ
れ
た
人
が
、
毎
日
交
代
で
清
掃
に

当
た
っ
て
い
ま
す

デッキに落ちているゴミ

随分少なくなりましたが、タバコはまだ減

りません。

また、ガムがそのまま捨てられ、毎日はが

すのに苦労しています。

づ4 分別型ごみ箱

よく利用され、分別のルールが守られてい

ます。

しかし、家庭ごみの持ち込みがまだ少し見

られます。

喫煙所

連絡通路の喫煙所は立ち止まって利用され

ています。その他の喫煙所は、吸い殻を捨て

るだけの利用が多いようです。

デッキの印象

西ロデッキはごみ箱や灰皿を整理したこと

で広くなったように感じます。

空き缶・空き瓶は約４割減

タバコの吸い殼は横ばい！

男

女

世帯

私
た
ち
も
参
加
し
て
い
ま
す

鵞
松
戸
市
地
域
振
興
券
推
進
本
部
事
務
局
惡
一
・
２
９
3
2



広報まつど 1999年(平成11年)1月25日

市
で
は
、
行
政
に
対
す
る
市
民
の
意
見
や
有
識
者

の
専
門
的
知
識
を
取
り
入
れ
、
民
主
的
か
つ
公
正
な

行
政
執
行
を
図
る
た
め
、
各
種
の
審
議
会
等
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
こ
れ
ら
の
審
議
会
等
の
会
議
を
原
則

公
開
と
す
る
「
審
議
会
等
の
会
議
の
公
開
に
関
す
る

指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

筥
総
務
課
情
報
公
開
係
昔
3
6
6
・
7
3
0
5

審議会等の会議を

原則公開します
市

で

は
、
市
民

と
行

政

の
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ
を
強
化

し

、
市
民

参
加

に
よ

る

開
か

れ
た
行

政

の
実

現
を

目
指

し
て

い
ま
す
。

そ
こ

で
、

本
年
度

か

ら
実
施

し

て

い
る
総
合

計
画

の
第

一
次

実
施
計

画
事

業
と

し
て

、
審

議
会
等

の
会

議
公

開

の
制
度

化
を
目

標

に
掲

げ
て

き
ま
し

た

。「
審

議
会
等

の
会

議

の
公

開

に
関

す

る
指
針
」

は

、
審

議
会
等

が
市

民
の

意

見

を
行

政
施
策

に
反
映

さ
せ

る
た

め
に
、

大

き

な
役

割

を
果

た
し
て

い
る
こ
と

か

ら

、
そ

の
会
議

の
状
況

を
市

民

の
皆

さ

ん
に
明

ら
か

に
す

る
こ
と

を
目

的
と

し

て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、
会

議
を
公

開

す

る
こ
と

に
よ

っ
て

、
審

議
会
等

の
透
明

性

、
公
正

性

を
高

め
、
信

頼
と

理
解

を

得

る
と

と
も

に
、
市

民

の
皆
さ

ん

に
行

政

施
策

の
計
両

、

立
案
段

階
で

の
有
用

な

情
報

を
提

供
で

き
る
も

の
と

考
え

て

い
ま
す

。

こ
う
し

た
審

議

会
等

の
会

議

の
公

開

は

、
既

に
、

一
部

の
審

議
会
等

で
実
施

さ
れ
て

き
ま
し

た

が
、
指

針

の
策

定
に

よ

り

、
会

議

の
公

開
に

つ

い
て

の
基

準

を
明

確

に
し

、
広

く
会
議

の
公

開
を

制

度

化
し

推
進

し
て

い
く

も
の
で

す
。

指
針
は
、
本
年
１
月
１
日
か
ら
施
行

し

て

お
り

、
今

後

は
、
各

審
議
会
等

で

、

指

針
で
示

す
基

準

に
従

い
、
会

議

の
公

開

に

つ

い
て

決
定

し
、
公

開

さ
れ

る
会

議

の
開

催

予
定

を
、
皆

さ
ん
に

お
知

ら

せ

し
て

い
き
ま
す

。

指

針
の

主
な
内

容
は

次

の
と
お
り

で

す
。

会

議

の

原

則

公

開

審

議
会

等
の
会

議

は
、
原

則
と
し

て

公

開

し
ま

す
。

※
会

議

の
内

容

に
よ

っ
て
、

プ
ラ
イ

バ

シ
ー
に

関

わ
る
場

合
な

ど
公

文

書
公

開

条

例
で
開
示

し

な

い
こ

と

が
で

き

る
情
報

を
審

議
す

る
場

合
、
ま

た
は

、

公
正

な
会
議

の
運

営
に
支

障

が
生

じ

る
場

合
に

は
非
公

開
と

す
る
こ

と

が

あ
り
ま

す

。

会

議

開

催

の

周

知

公

開

す

る

会

議

の

開
催

日

程

等

は
、

事
前
に
広
報
ま
つ
ど
・
市
の
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
・
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所

で

お
知

ら
せ
し

ま
す

。

傍

聴

の

方

法

傍
聴
手

続

の
方
法

、
傍

聴
定
員

等

の

詳

細
に

つ

い
て

は

、
審
議

会
等

の
事

務

局

担
当

課
に

お
問

い
合

わ
せ

く

だ
さ

い

（
原

則
と
し

て

、
傍

聴
の
事

前
予

約

は
行

わ
ず
、

会
議

の
開
催

当
日

に
会
場

で

先

着
順

に
受

け
付

け
）
。

会

議

録

の

閲

覧

等

公

開
し

た
会

議

の
会
議

録

・
会

議

資

料
は
、
で
き
る
限
り
市
民
の
皆
さ
ん
が

閲

覧
で

き

る
よ
う

に
努

め
ま

す
。
閲

覧

は

、
行

政
資

料
セ

ン

タ
ー
に
資

料
等

を

備
え

て

、

ど
な
た
で

も

閲
覧
で

き

る
よ

う

に
し

ま
す

。

公開する審議会の一覧

会 場 問い合わせ先会 議 名
日 時

(終了時間は予定)
－一一
男女共同参画推進協

議会

1/25(H)

午後3時～5時

社会教育委員会議
26固

午後3時～5時

高齢者サービス調整

チーム会議

27團

午後10330 分～3 鵈

個人情報保護審議会
28休）

午後2時～4時

公民館運営審議会
2/ 6圉

午後1時～3時

松戸市国民健康保険

運営協議会

24伽

午後1時～3時

女性センターゆう 女性センター

まつど3階研修室c364 ―8'ﾜﾜ8

一 一 一社 会 教 育 課 社 会 教 育

|
民 生 局企画 調整室　 ｉ

･S366-7350

矢切公民館

S368-1214

京葉ガスF松戸ビ

ル5階会議室

市役所新館ｯ階会

市役所新館5階市

民サロン

一
総合福祉会館2階

視聴覚室

市制施行５５周年記念・松戸市こども育成計画策定記念・人権尊重都市宣言記念

ともにひびきあう

少子高齢社会に向けて、すべての市民が生き生きと 、健やかに 、安心して暮らせる社会を

築くためには 、どのようにしたらよいのか。社会の仕組みづくりはもとより、もっと内面的

な人間関係のあり方も含めて参加者とともに討論し、相互の考えを深めていきます。

日時…2月６日出午後1時30分～4時40分(開場午後1時)

会場…市民劇場

市役所新館7階会

議室

上記以外で 、原則公開を決定した審議会等（日程は未定）は下記のと

おりです。（1月14 日現在）

会 議 名 問い合わせ先

女性センター運営協議会 女性センター Q364-8'ﾜﾜ8

環境審議会 環境管理課企画調整係 Q366 ―ﾜ336

地域保健医療計画推進協議会 民生局企画調整室 Q366 一ﾜ350

高齢者保健福祉計画( 第2次)および

介護保険事業計画策定委員会
介護保険準備室 S366 ―ﾜ3ﾜ0

根木内歴史公園整備検討委員会 みどりと花の課緑政係 S366 ―ﾜ3ﾜ8

水道事業運営審議会 水道部総務課庶務係 B341-0 ∠130

第二楽章　シンポジウム

テーマ…｢ 人との関わりのあり方について｣

子ども＆子ども・子ども＆大人・大人＆大人・

女性＆男性

コーディネーター

【日高昭夫】山梨学院大学法学部教授

シンポジスト

【舘かおる】

お茶の水女子大学ジェンダー研究センター教授

【市立小・中学校の教師2人】

【市内在住・在学の高校生2人】

【市保育課課長補佐】

第一楽章　プレゼンテーション

☆大人からのメッセージ

｢松戸市こども育成計画｣

自由と自信と安心と

☆子どもからのメッセージ

｢小・中・高校生の作文｣

子どもの自由 一自信・安心

あ
な
た
の
健
康

心
身
医
学
シ
リ

ー
ズ
　
そ
の
三

定員…先着300 人程度（申し込み制）

費用…無料

※駐輪・駐車場はありません。手話通訳あり。保育は申し込み制

［胴電話またはファックスで保育課≫366―173引、M366-0742へ

ス

ト

レ

ス

の

本

来

の

意

味

を
知

っ
て

い
ま

す

か

。

も

と

も

と

ス

ト

レ

ス

と

い
う

言

葉

は

、

物

質

に

あ

る

力

が

加

わ

っ

た

と

き

に

起

こ

る

『
ひ

ず

み

の

状

態

』

を

指

す

も
の

と

し

て

使

わ

れ

て

い

ま

し

た

。

そ

れ

を

最

初

に

医

学

の

領

域

で

川

い
た

の

が

カ

ナ

ダ

の

生

理

学

者

セ

リ

エ
で

、「
各

種

の

刺

激

が
生

体

に

作

用

し

た

と

き

に

起

こ

る

一

定

の

ひ

ず

み

」

を

「
ス

ト

レ

ス
」

と

し

、

そ

れ

を

起

こ

す

刺

激

を

「
ス

ト

レ

ッ

サ

ー
」

と

呼

び
ま
し
た
。
つ
ま
り
厳
密
に
言
え

ば

、

ス

ト

レ

ス

と

は

体

内

の
反

応

を

指

し

、

外

か

ら

の

刺

激

は

ス

ト

レ

ッ

サ

ー

（
ス

ト

レ

ス

要

因

）

な

の

で

す

。

た

だ

し

、

日

本

で

は

一

般

に

ど

ち

ら

も

ス

ト

レ

ス

と

呼

ぶ

こ

と

が

多

く

な

っ
て

い
ま

す

。

人

間

の

体

に

「
ひ

ず

み

」

を

起

こ

さ

せ

る

刺

激

に

は

、

大

き

ぐ

分

け

て

次

の

三

種

類

が

あ

り

ま

す

。

①

物

理

的

・
化

学

的

ス

ト

レ

ス
・：

暑

さ

、

寒

さ

、

外

傷

、

騒

音

、

有

害
物
質
な
ど

②

生

理

的

ス

ト

レ

ス
・
：
飢

餓

、
感

染

、

過

労

な

ど

⑤

心
理

的

・
社

会

的

ス

ト

レ

ス
・
：

各

種

の

不

安

、

心

配

、

恐

れ

、

緊

張

、

不

満

、

失

望

、

怒

り

、

人

間

関

係

の

葛

藤

な

ど

こ

の

う

ち

現

代

に

お

い

て

最

も

問

題

に

な

る

の

が

、

心

理

的

・

社

会

的

ス

ト

レ

ス

で

す

。

例

え

ば

、

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

な

ら

職

場

の

人

間

関

係

や

仕

事

の

内

容

、

主

婦

で

あ

れ

ば

嫁

し

ゅ

う

と

間

の
問

題

や

育

児

の

悩

み

、

子

ど

も

で

は

学

校

で

の
い
じ
め
な
ど
、
立
場
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
レ
ス
が
あ
り
ま

す
。一

般
に
ス
ト
レ

ス
と

い
う

と
、

人
の
心
を
む
し

ば
む
悪

い
も
の
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
ス
ト
レ
ス
は
な
け
れ
ば

よ
い
の
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
適
度

な
ス
ト
レ
ス
は
、
心
身
の
発
達
の

た
め
に
欠
か
せ
な
い
刺
激
剤
な
の

で
す
。
ス
ト
レ
ス
を
引
き
起
こ
す

刺
激
が
全
く
な
か
っ
た
ら
、
人
間

に
進
歩
と
発
展
は
あ
り
得
な
い
と

い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
仕
事
を
期
限
ま
で
に

仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い

う
の
は
、
あ
る
意
味
で
ス
ト
レ
ス

の
も
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
仕
事

が

難
し
け
れ
ば
、
さ
ら
に
大
き
な
ス

ト
レ

ス
を
招
き
ま
す
。
し
か
し
、

期
限
が
あ
る
か
ら
こ
そ
集
中
力
を

発
揮
し
、
難
し
い
仕
事
に
取
り
組

む
こ
と
で
技
術
や
能
力
も
育
っ
て

い
く
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ

は
、
適
正
な
量
と
質
の
ス
ト
レ
ス

で
あ
る
場
合
で
す
。
し
か
し
本
来
、

人
間
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
刺
激
に

直
面
し
、
ス
ト
レ
ス
反
応
を
起
こ

し
な
が
ら
、
そ
れ
を
処
理
し
て
い

く
た
め
に
新
し
い
自
分
を
模
索
し
、

柔
軟
に
自
己
改
革
を
行

っ
て
成
長

し
て

い
く
の
が
、
望
ま
し
い
あ
り

方
と

い
え
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
を
単
な
る
悪
と
し
て

逃
げ
回
る
こ
と
は
、
成
長
を
放
棄

す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

| 登366-ﾜ462

「　 ㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜
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国民健康保険課庶務

係
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ス
ト
レ
ス
と
は
何
か

事務管理課情報シス

テム室
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介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

第
九
回

介
護

保
険
「
モ

デ
ル
事
業

」
の

実
施

報
告

に

つ
い
て

圃
介
護
保
険
準
備
室

容
3
6
6’ワ
３
？
０

今
同

は
、
介

護
保

険

の
試

行

的
事

業
で

あ
る
要

介
護
認
定
事
務
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
モ
デ
ル
事

業

（
以

後

、
「
モ

デ
ル
事

業
」
）

に
つ

い
て
紹

介
し

ま

す
。

「
モ

デ
ル
事

業
」

は
、
要

介
護

認
定

業
務

が
円

滑
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
準
備
事
業
と
し

て
、
全
国
一
斉
に
昨
年
９
月
～
‥
1
1
月
ま
で
実
施
し

ま

し
た

。

市

で

は
、
平

成
９

年
度

と
昨
年

の
全
国

一
斉

事

業

で
実

施
し
た

「
予
行

演

習
」

の
経
験

を
十
分

活

用

し
、
介

護

保
険
制

度

の
開
始

に
向

け
て
、
準

備

作

業
を

進
め
て

い
き
ま
す

。

市

内

に

か
か

り
つ

け
医

を

市

民

の
皆

さ

ん
が
介
護

保
険
制

度

を
利
用

す
る

た

め
に
要

介
護

認
定

申
請

を
す

る
場

合
に

は
、
か

か

り
つ
け
医

か
ら

の
意

見
書

が
必
要

と

な
り

ま
す

。

医
療
マ
ッ
プ
な
ど
を
参
考
に
、
日
ご
ろ
か
ら
自
宅

の
近
く

に
か

か
り

つ
け
医

を
決

め
て

お
く
こ

と
を

心

掛
け

る
よ
う

お
願

い
し

ま
す

。

川井敏久
市長室

発
新しい年を迎えて

全
国
一
斉
「
モ
デ
ル
事
業
」

実
施
結
果

介

護

認

定

事

務

介
護
認
定
訪
問
調
査

モ
デ
ル
対
象
者
…
在
宅
生

活
者
五
十
人

・
特
別
養
護

老
人

ホ
ー
ム
入
所
者
三
十

人
・
老
人

保
健
施
設
入
所

者
十
五
人

・
療
養
型
病
床

群
入
院
者
五
人
（
合

計
百

人
）

介
護
認
定
訪
問
調
査
員
…

市
職
員
と

民
間
施
設
職
員

｀

介
護

認
定
審
査
会
（
第
一

次

判
定

）

訪
問
調
査
に
よ
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
判
定

｀

介
護

認
定
審
査
会
（
第
二

次

判
定

）

第
一
次
判
定
・
訪
問
調
査

・
か
か
り
つ
け
医
の
意
見

書
に
基
づ
き
判
定

審
査
会
委
員
…
医
師
会
・

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
昨
年

は
大
雪
に
見
舞
わ

れ
ま
し

た
が
、

今
年

は
穏
や
か
な
晴
大
の
日

が
続

い
て

い
ま
す
。

１
月
は
一
年
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

１
月
４
日
の
事
務
始
め
式

歯

科

医

師
会

・
薬
剤

師

会

・
特

別
養

護

老

人

ホ

ー
ム

連

絡

協

議
会

・
看
護

協

会

・
介

護

福
祉

士

会

・
社

会

福

祉

士

会

実

施

回

数
・：
審

査
会

四

回

認

定

審

査

結
果

丿

認

定
件

数

＝

九
十

六

件

、
第

一
次

判

定

か

ら
変

更
し
た

件
数

＝

四

件

介

護

サ

ー

ビ

ス

計

画

対

象

者
・：
モ
デ

ル

認

定
者

（

在

宅

生

活

者

）

の

う

ち

十

人

作

成

者
・：
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ

ー
カ

ー
（
福

祉
の

専
門

職

）

・

保
健

婦

サ

ー
ビ

ス

担
当

者

会

議
・：

五
回

（
参
加

者

は

、

医
療

系

・
保

健

系

・
福

祉

系

・

住

宅
改

修

の
担

当

者

）

り

、
３

月
ま

で

は

新
年

度

に
向

け

て
非

常

に
忙

し

い
時
期

で

す

。
来

年
度

の
予
算

編

成

を

は
じ

め

、
介

護
保

険

制

度

の
準

備

、
地

域

振
興

券
発

行

に

か
か

る
最

終

準

備

な
ど

に

追

わ

れ

て

い

る
と

こ

ろ

で

す

。

地
域
振
興
券
の
効
果
で
景
気
が
良

く

な
り

、

ま
た

市

内
の
商

業

振
興

の

一
助

に

な

れ
ば

幸

い
で
す

。

今
年

は

、
生

涯

ス

ポ

ー
ツ

の
場

を

拡
充

す

る
柿

ノ
木

台

公

園
体

育

館

（
仮

称

）

の
完

成
と

、
平

成
1
2

年

度

か
ら

始
ま

る

介
護

保

険

制
度

へ
向

け

て
万

全

の
準
備

体

制

を
確

保
し

、

保

健

・
医

療

・
福

祉

の
さ

ら

な

る
充

実
を

図

り

た

い
と
考

え

て

い
ま

す

。

ま

た

、

災
害

時

に
救

援

物
資

な

ど

を
緊

急

輸
送

す

る

た
め

の

船
着

場

の
建

設

が
、
江

戸
川

の
小

山
地

市
内
の

生
き

物
を
調
へ

よ

う

調
査
員
を
募
集

春
の
ウ
グ
イ
ス
、
夏
の
セ
ミ
、
秋
の
ト
ン
ボ

な
ど

、
私
た
ち
に
季
節
の
変
化
を
感
じ
さ
せ

て

く
れ
る
生
き
物

。
市
で
は
、
生
き

物
だ
ち
と
触

れ
合
え
る
環
境
づ
く
リ
に
役
立
て
る
た
め
、
生

き
物
の
生
息
状
況
を
調
査
し

ま
す

。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
調
査
員
を
募
集

し
ま
す
。
分
か
り
や
す
い
調
査
で
す
の
で

、
ぜ

ひ

、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

調
査
期

間
・・・
４
月
か
ら
平
成
1
2年
３
月
ま
で

調

査

区
域
・
：
調
査

員

の

な

る

べ

く
自

宅

周

辺

の

区

域

活

動
内

容
：

①

実

態

調

査

②

調

査

の
と

り

ま

と

め
と

報

告

調

査

項

目
・
：
鳥
や

昆

虫

（
チ

ョ

ウ

ー
セ

ミ

ー
ト
ン

ボ

な
ど

）

対

象

…

中

学

生
以

上

の

市

内

在

住

者

定
員
…
先
着
五
十
人
程
度

※
事
前
説
明
会
が

あ
り
ま
す
。

圃
２

月
1
0日
米
ま
で
に
、
直

接
ま
た
は

電
話
で

環
境
管
理
課
企
画
調
整
係

登
鰯
・
ワ
３
３
６

へ

先

に
国

に
お

い
て

着
工

す

る
こ

と

が
決
ま

り

ま

し
た

。
こ

れ
を

契
機

に
江
戸

川

の
水
上

バ
ス
運

航

の
早

期

実

現

を
め

ざ
し

、

流
水

保
全

水

路
（
ふ

れ
あ

い
松

戸

川
）
、
江

戸
川

松

戸

フ

ラ
ワ

ー

ラ
イ

ン

、
戸
定

か

丘
歴
史
公
園
な
ど
が
一
体
と
な
っ

た

市

民

に
親

し
ま

れ
る
観

光

ス

ポ

ッ
ト

の
充

実

に
努

め

て

い
き

た

い

と

思

っ
て

い
ま
す

。

さ

て

現
在

、
経

費

の
増

加

と
慢

性

的

な

財
源
不

足

に

よ
り

、

本
市

の
財

政

状
況

は
危

機

的

状
況

に

あ

り

ま

す

。
こ

の
状

況

を

打
破

す

る

た

め

昨
年
1
0
月

、
助
役

を
本

部
長

と

す

る

「

財

政

改

革

推

進

本

部

」

を

設

け

、
同

時

に
各

部
局

の

庶

務

担

当

課

長

等

を

構

成

員

と

し

た

「
財

政

改

革

委

員

会

」

を

設

置

し

ま

し

た

。

日時…2月18 日困～3 月３日伽

午前9時～午後4時〔全10［O］〕

会場…富士コンピューター専門学校

（JR 北小金駅南口徒歩3 分）

対象…市内在住で60 歳以上の人

定員…20 人（抽選）　　　　 鯉 口1

費用…無料　　　　　　　　
亡 嬲 友
｡-｡｡｡｡-｀yJ

惠2 月５日窗［必着］までに、往復ハガキ

に住所・氏名・生年月日・電話番号を記

入して、〒260-0013 千葉市中央区中央

4の8 の1 舩千葉県シルバー人材センター

連合会（公O∠13-22 ツー5112) へ

緑化管理講習会
(植木 のせん定)

日時…2 月22 日(月卜3 月１日㈲

午前10 時～午後3時〔全5回〕

私

は
事

務

始
め

式

で
全

職
員

に

対

し

、
財

政
改

革

に

つ

い
て

の

強

い
決

意
を

伝
え

、
現

在

の
厳

し

い

財

政
状
況

を
再

認

識
さ
せ
ま

し

た
。

本
年

は

総

合
計

画

の
二

年

次
目

を

迎
え

る
の

で

、
着

実

な
推

進

を

図

ら

な
け

れ

ば

な
り

ま
せ

ん
。
こ

の
一
年
は
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て

の
、
正

念

場

の
年

と

考
え

て

い
ま

す

。
市

民

の

皆

さ
ん

の

ご
協
力

を

い
た

だ

き
、

こ

の
財

政
危

機

を
克

服

し

な
け

れ

ば

な
り

ま
せ

ん
。

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
夢

を

共

有
し

、「
次
代

を

担
う

子

ど

も

た

ち

の

ふ
る

さ
と

・
緑
花

清

流

に

よ

る
松

戸

の

創
世

」

の
実

現

を

め

ざ
し

て

、
全
力

を
傾

注
し

て

い
き

た

い
と
思

っ
て

い
ま

す

。
あ

ら

た

め

て

、

ご
支

援

、

ご
協
力

を

お

願

い

い
た
し

ま

す

。

会場…新松戸市民センター

松戸市育苗圃

対象…市内在住で60 歳以上の人

定員…25 人（抽選）

費用…無料

圃2 月10 日困 〔必着〕までに、往復ハガ

キに住所・氏名一生年月日・電話番号を

記入して､〒2「70－2251松戸市金ヶ作277

の4 郎 松戸市シルバー人材センター（公

384-3191) へ

は
ほ
染

め
て

今
年
り
抱
負

語
り
け
り

市民の皆さんの声を直接お聞きするた

め、市長室直通のファックスと、市長専

用のメールボックスを設置しています。

市政に関して感じていることや建設的

なご意見をお寄せください(12月未現在

のファックス受信件数は518 件、直通メ

ールの受信件数は56 件)。

FAX  366-2301

メールアドレス

mayor.matsudo@intership.ne. jp

このまちに人権文化を築くため

に

今
年

は
国
際

高
齢

者
年
で

す
。

国
際
高
齢
者
年
は
、
高
齢
者
人
口

が
増
加

し
て

い
る
こ

と
を
認

識
し

、

ま

た
高

齢
者

の
経
済

、
社
会

、
文

化

の
発

展

へ
の
貢
献

を
高
く

評
価

す
る
と

と
も

に
、
高

齢
者

に
係

る

さ
ま
ざ

ま

な
問

題
を

考
え

る
機
会

と

す

る
た
め

に
定
め

ら

れ
ま
し
た

。

高
齢

者

の
問

題
に

つ

い
て
は
、

高
齢
者

が
置

か
れ
て

い
る
状
況

や
、

高
齢
者
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
十
分

な
社
会

参
画

に
よ

っ
て
貢

献
や
恩

恵
を
受

け
ら

れ

る
よ

う

に
、
世
代

を
超
え

た

す
べ
て

の
人
た

ち
で
考

え

る
必
要

が
あ
り
ま

す

。

現
在

、
高
齢

者
介

護

が
大
き

な

問

題
と

な

っ
て

い
ま

す

。
わ

が
国

で

は

、
核
家

族
化

・
少
子
化

社
会

が
進
み

、
ま

た
平
均

寿
命

が
伸

び

て

老

後

が
長

期
化
し

た
結

果
、
加

齢
に
伴

う

さ
ま
ざ
ま

な
障

害

ゆ
え

に
介

護
を
要

す

る
高

齢

者
の
人
口

が
急
激

に

増
大
し
ま

し
た

。
そ
し

て
高
齢

者

の
介

護

は
、
家

族
、
と

り

わ
け
女

性
に
大

き
く
依

存
し
て

お
り

、
家

族
介
護

者
の
心

身

の
負

担

は
重

い
も
の
に

な

っ
て

い
ま
す

。

要

介

護
者

に
憎
し
み

を
感

じ
た
り

、

虐
待
を
経
験
し
て
い
る
と
の
調
査

結
果

も
あ
り

ま
す

。
家
族

で
介

護

す
る
方
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え

方
も

あ
り
ま

す

が
、
高
齢

者

の
病

気
を

理
解

す
る
こ
と

は

難
し
く

、

家
族

の
介

護
に

は
限

界

が
あ
り
ま

す

。
医

師

等
の
専
門

家

や
在
宅
介

護
支

援
セ

ン

タ
ー
に
相

談
し

、
福

祉
サ

ー

ビ
ス
を
気

兼
ね

な
く
利
用

す

る
こ

と

が
大
切
で

す

。

介

護

の
問

題

は
、
今

や
誰

に
で

も
起
こ
り
得
る
問
題
で
す
。
介
護

者

の
高
齢

化
な

ど
に
よ

り
、

家
族

だ
け

で
介

護
を
負

担

す
る
こ

と
は

難
し

く

な
っ
て

き
ま
し

た

。
高
齢

者

に
対
す

る
適

切
な
介

護
を

提
供

す

る
と
と

も
に

、
家
族

の
負

担
を

軽

減
す

る
こ
と

が
急
務

と

な
っ
て

き
て

お
り

、
介

護
を

社
会
的

に
支

え

る
仕

組
み
と

し
て
介

護
保

険
制

度

が
創
設

さ
れ

ま
し
た

。

ま

た

、
財
産
管

理

な
ど
も

問
題

と

な

っ
て

い
ま

す
。

高
齢
者

の
財

産

に
関
す

る
権

利

の
行

使

は
家
族

に

よ
り
行

わ

れ
る
こ
と

が
少

な
く

な

く
、
家

族
に

よ
る

権
利
乱

用
防

止

が
課
題

と
な

っ
て

い
ま

す
。
現

行

法
で

も
、
判
断

力

が
十
分

で
な

い
人

の

財
産

や
権
利

の
保
護

の
た

め

に
禁

治
産
制

度

が
あ
り
ま

す
。

し

か
し
禁

治
産

者
に

な
る
と

、
選

挙
権

の
喪

失

や
日

常
取

り
引

き

の

不

能
な

ど
、
大

半

の
法

律
行

為

が

制

限
さ

れ
て
し

ま

い
ま
す

。

判

断
能

力

が
不

十
分

な
高

齢
者

で

あ

っ
て

も
、

社
会

や
家

族

の
中

で

権
利
行

使

の
主
体

と
し
て

本
人

の
自
己

決
定

が
最
大

限
尊

重
さ

れ
、

本

人

の
権

利
保

護
と

の
調
和

が
図

ら

れ
る
よ

う
な

法
制

度
の
整

備

が

求

め
ら

れ
て
お

り
、
法

務
省

で

は
、

本

人

の
残
存
能

力
に

応
じ

た
よ
り

弾
力

的

な
成
年

後
見

制
度

の
導
人

を

検
討
し

て

い
ま
す

。

高
齢

者
は

や
や
も

す
れ

ば
福

祉

の
対
象

と
し
て

と
ら
え

ら

れ

が
ち

で

す

が
、
権
利

の
主

体
と
し

て
位

置

づ
け

、
安
心

し
て

暮
ら
せ

る
社

会

づ
く

り

が
求

め
ら

れ
て

い
ま
す

。

市

で
は

、
市
民

の
皆

さ

ん
と
一
緒

に
高
齢

者
の
福

祉
に

つ

い
て
考
え

て

い
き

ま
す

。

NO.  13

高 齢者 の 人権 ②

(高齢社会の現状と 課題･ そ の2)

問い合わせ

市民相談室人権担当fi  366―7319

教育委員会企画調整室人権担当

e  366―7455

高 齢 者 初 級 ワ ープ ロ ・

パソ コ ン 講習 会

(ワード＆エクセル97使用)
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健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
は

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り

２
月
は

「
生
活
習

慣
病
予
防
月
間

」
で
す

。
生
活
習
慣

病

は
、
運
動
不

足

・
食

事
の
ア
ン

バ
ラ

ン
ス

・
精
神
的
ス
ト
レ

ス
な
ど

が
原
因
で
発

症
す
る
と
い

わ
れ
て
い

ま
す
。

健
康

増
進
セ
ン

タ
ー
で
は

、
健
康
の
保
持

増
進
や
生
活

習

慣
病
予
防

の
た
め
に

、
食
生
活
の

状
況
や
健

康
状
態
、

体
力

を
調

べ
（
健
康
増
進
コ

ー
ス
）
、
各
自
に

適
し

た
生
活

プ
ロ

グ

ラ
ム
に

つ
い
て
助

言
と
指
導
を
行

っ
て
い

ま
す
。

あ
な
た
の
健
康

づ
く
り
に
ぜ
ひ

ご
利
用
く

だ
さ
い

。

鵞
健

康
増
進
セ
ン

タ
ー

登
3
6
8
・
1
8
1
4

ま

ず

、

を
応
援
し
ま
す

健
康
増
進
コ
ー
ス
で

健
康
状
態
と
体
力
の
チ
ェ
ッ
ク

健康的な生活・運動習慣を（集団トレ ーニング・気功から）

運

動
不

足

が
続
く

と
、
肥

満

・
糖
尿

病

・
高

血
圧

な
ど

の
生
活

習
慣
病

の
発

症

を
助
長

し
ま

す

。
運
動

か
ら
長

く
遠

ざ

か

っ
て

い
た

人

は
、
現
在

の
健

康
状

態

を
知

る
た

め

『
健

康
チ

ェ
ッ

ク
≒

体

力
測

定
』

が
必
要

で
あ
り

、
自
分

に
適

し

た
運

動
を
選

ぶ
こ

と

が
大
切

で
す

。

健
康

増
進

コ

ー
ス
で

は
、
専

門

の
ス

タ
ッ

フ
が
そ

の
人

に
合

っ
た
健

康

づ
く

り

の
方

法
を
見

つ
け
る

た
め

、
健
康

・

食

生
活

・
運
動

の
各

調
査

、
医

学
検

査
、

体
力

測

定
等

の
結

果
を
基

に

ア
ド

バ
イ

ス
を
行

い
ま

す
。

健
康

や
体
力

に
不

安
の
あ

る
人

は
も

ち

ろ

ん
、
こ

れ
か

ら
久
し

ぶ
り

に
運

動

を
始

め
よ
う

と
思

っ
て

い
る
人

は
、

健

康

増
進

コ

ー
ス
を
受

け

る
こ
と

を
お

勧

め
し
ま

す

。

実

施
日

時

…

毎

週

月

・
火

・
金

曜

日

、
第

∇

三
土

曜
日

、
各

午
前
８

時

4
0分
～

９
時
受

け
付

け

、
午

後
２
時

丿

分

終
ｆ

対
象
：
市
内
在
任
・
在
勤
の
ニ
十
歳

以

上

の
人

費
用
・
：
初
回
時
具
二
千
九
十
円
（
三
ヵ

月

以
内

の
基

本
健

康
診

査
結

果
を

お
持

ち
の
人

は
千

二
十
円

）
。

利
用

方
法

…
予
約

制

（
電
話

ま

た
は

直
接
窓

口

へ
）

コ

ー
ス

の

流

れ

血
圧
測

定
・
身
体
測
定

安
静
時
の
血
圧
や
身
長
・
体
重
を
測
定

す
る
ほ
か
、
体
脂
肪
率
で
か
く
れ
た
肥
満

も
わ
か
り
ま
す
。

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
案
内
図

交
　
通

開
館
時
間

休
館
日

所
在
地

松
戸
駅
西
口

③
番

バ
ス
乗
り
場

か
ら
京

成
バ
ス
「
市
川
駅
」
行
き
で
浅
間
台
下
車

午
前
８
時
3
0分
～
午
後
５
時

第

丁

三
水
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

上
矢
切
二
九
九
の
一

。‘
3
6
8

・
1
8
1
4健康状態を 調べた後に、体力をチェック

(自転車エルゴメーターによる持久力測定)

診
察検

査
の
結
果
を
見
な
が
ら
、
医
師
に
よ

る
診
察
が
あ
り
ま
す
。

松

戸

国

際

デ

ジ

タ

ル

フ

ォ

ト

コ

ン

テ

ス

ト

決

勝

に

投

票

を

（
ｈ

ｔ
ｔ
ｐ
*

 
／
／
w
w
w
.

 
i
nｔ
ｅ
ｒ
ｓ
ｈ

ｉｐ
.
ｎ

ｅ
.

ｊ
ｐ

／
~

日
.

ｋ
ａ
ｎ

ｋ
ｏ
ｕ

／
）

を

見

て

、

予

選

を

通

過

し

た

三

十

四

作

品

か

ら

好

き

な

作

品

を

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

上

で

選

ん

で

く

だ

さ

い

。

投

票

期

間

－

月
3
1

日

㈲

ま

で

※

詳

し

く

は

右

記

ホ

ー

ム

ペ

Ｌ

ン

を

ご

覧

く

だ

さ

い

。

市

の

ホ

ー

ム

ペ

ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

鬨

商

工

観

光

課

登

涯

・
7
3
2
7

小

・

中

学
校

入

学

通

知

書
を

各

家

庭

に

郵
送

し

ま

す

今
春
４
月
、
市
立
小
学
校
へ
約
四

千
三
百
人
、
市
立
中
学
校
へ
は
約
四

千
二
百
人
が
入
学
す
る
予
定
で
す
。

入
学
通
知
書
は
１
月
下
旬
に
各
家

庭
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
該
当
す

る
お
子
さ
ん
が
い
て
、
通
知
書
が
届

か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
入
学
指
定
校
に
入
学
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
特
別
な
事
情
が
あ

る
場
合
は
、
学
務
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

暦
学
務
課
学
務
係

容
沺
・
7
4
5
7

償

却

資

産
（
固

定

資

産

税

）
の

申

告

は

、

２

月

１

日

舞

ま

で

に

平

成
ｎ
一
年

１
月
１

日
現

在
、
市

内

に
事

業
用

の
償
却
資

産
を
所

有
し

て

い
る

個
人
ま

た
は
法

人

は
、
早

め
に

固
定
資
産
税
課
ま
で
申
告
し
て
く
だ

さ

い
。

な

お
、
正

当
な

事

田
が
な
く

申
告

し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
申
告
を
し

た
場

合
は
、
過

料

等
を
科
さ

れ
た
り
、

不

利

益
な
扱

い
を
受

け

る
こ
と

が
あ

り
ま

す

の
で

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

問

固
定
資

産
税
課

償
却

資
産

係

登
3
6
6

納
期

内

の

納

付
に

ご

協
力

を

２
月
１
日
㈲
は
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
（
第
四
期
）
の
納
期
限
で

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願

い

し
ま
す
。

圜
収
納
課
管
理
係

登
鰯
・
7
3
2
5

父

子

家

庭

の

皆

さ

ん

へ

児

童

養

護

費

を

助

成

し

ま

す

対
象
婚

姻
解

消

・
死

亡

・
生
死

不

明

等

の
た

め
、
母

に
養

育
さ

れ
て

い

な
い
十
八
歳
以
下
の
児
童
を
養
育
し

て

い
る
父

が
、
出

張

・
病
気

・
入

院

な

ど
の
事

情
で

．
時

的
に
児

童

の
養

育

・
世
話

を
家

政
婦

な
ど
に

委
託

し

報

酬
を
支

払

っ
た
場

合

（
義

務
教

育

終
了
前
の
児
童
が
一
人
以
上
い
る
こ

と
．

所
得

制
限

あ
り

）
　

助

成
日

数

一
ヵ

月
五

日
以

内
　

助

成

額
一
日

七

千
四
百

四

十
円

（

．
時
間

九
百
三

十

円
）
を
限
度
必
要
書
類
費
用
の
明

細

書

（
領

収
書

）
　・
所

得

証
明
書

・

そ

の
他
必
要

書

類

鬩

援
護

課
援
護

係

昔
屁
・
7
3
4
7

松

戸

市

国

民

健

康

保

険

運

営

協

議

会

会

議

２
月
2
4
日
水

午
後
１

時
～

３
時

会

場
市
役

所
新

館
七

階
会

議
室
　

議

題

①
平

成
1
0年

度
松

戸
市

国
民

健
康

保

険
特

別
会
計

補
正

予
算
（
第

。
回

）

②

松
戸
市

国

民
健
康

保
険

条

例
の

一

部
を
改
正

す

る
条

例

の
制
定

（
料
率

明
示

含

む
ブ

③
平
成
1
1
年

度
松

戸
市

国

民
健

康
保

険
特
別

会
計

予
算

傍

聴
定
員
二
十
一
人
（
希
望
者
多
数
の

場

合

は
抽
選
）

※
で

き
る
だ

け

電
車

・
バ
ス
等

で

ご

来
庁

ぐ
だ

さ

い
。

用
当
日
正
午
か
ら
午
後
ｏ
時
5
0
分
の

問
に

、
直
接

国
民

健
康
保

険

課

（
市

役
所
本

館

一
階
）

へ

鬪
国

民
健
康

保

険
課
庶

務
係

登
莇
・

平

成
1
1年

度

千

葉

県

技

術

改

善

費

補

助

金
制

度

の

計

画

書

を

募

集
こ
の
制
度
は
、
新
製
品
、
新
技
術

等
に
関
す
る
研
究
・
試
作
を
行
う
中

小
企
業
者
等
に
対
し
研
究
開
発
費
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

対
象
事
業
一
般
技
術
・
新
技
術
育

成
・
創
造
的
中
小
企
業
振
興
　
受
付

期
限
１
月
2
9
日
脂

鵲
千
葉
県
商
工
労
働
部
工
業
課
指
導

係

登
鵬
・
匐
・
2
7
2
5

｜

尚

尿

・
血
液
検
査

糖
・
蛋
白
・
潜
血
・
貧
血
・
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
・
血
糖
な
ど
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。

健

康
の
評
価
と

ア
ド
バ
イ
ス

検
査
結
果
・
体
力
測
定
結
果
を
基
に
今

後
の
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
を
保
健
・
栄

養
・
運
動
の
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。

肺
機

能
測

定

肺
活
量
は
体
力
年
齢
の
目
安
に
も
な
り

よ
す
。

体
力
測
定

垂
直
跳
び
や
上
体
起
こ
し
・
自
転
車
工

ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
持
久
力
測
定
な
ど

五
種
目
あ
り
ま
す
。

心
電
図
検
査

・
　
安
静
時
と

負
荷

〔
運
動
〕

後
の
心
電
図

を

検
査
し
ま
す
。
運
動
を
始

め
よ

う
と

す

る
人

に
は
欠
か
せ

な
い
検
査
で

す
。
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増
進
コ
ー
ス
終
了
後
は

自
分
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
を

健

康
増

進

コ

ー

ス
を

終
え

た
人

は
、

ト
レ

ー
ニ
ン

グ
や

「
本
気

で

ダ
イ

エ

ッ

ト

（
減
量

教

室

）
」
、
「
食

べ
て

治

す
検

査

値

の
注

意

信

号

（
栄

養

教

室

）
」
な

ど

の
客
種

プ

ロ

グ
ラ
ム
を
利

用

す
る
こ

と

が
で

き
ま
す

。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

表
Ｉ
の
と
お
り
で
す
。

増
進
コ

ー
ス
で
の
指
導
内
容
や
皆
さ

ん
の
都
合
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
か
ら
の

健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

一

個
人

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
…
持
久

性
運

動
、
強
化
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な

ど
、
各
自
の
健
康
状
態
や
体
力
に
合
わ

せ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。

個
人
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

運
動
指
導
員
が
、
血
圧
が
高
め
の
人

や
肥
満
気
味
の
人
な
ど
、
そ
の
人
に
合

わ
せ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

な
お
、
個
人
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
カ
ー
ド

に
は
、
そ
の
日
に
行
っ
た
運
動
や
体
重
、

血
圧
・
脈
拍
な
ど
を
毎
回
記
録

。
運
動

指
導

員
が
細
か
な
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ

ク
し

ま
す
。

・

集
団
ト

レ

ー
ニ
ン

グ
・
：
専

門
の

講
師

が
「
気

功
卜

「
ヨ
ガ
」
・
「
肩

こ
り
・
腰
痛

予

防
体

操
」
・
「
ダ
イ

エ
ッ
ト

エ
ク
サ
サ

イ

ズ
」
の
集
団

指
導

を
行

っ
て

い
ま
す

。

肥
満
・
高
脂
血
症
の
人
は

健
康

増
進

セ
ン

タ

ー
‘
利
用

者

の
健

康

状

態

を
チ
ェ

ッ

ク
す

る
と

、
肥
満

や
高

脂

血
症

の
人

が
多
く

見
ら

れ
ま

す
。

そ
こ

で

、
肥
満

や
高

脂

血
症

の
改

善

講

座

と
し

て
、
「
本
気

で

ダ
イ

エ

ッ
ト
」

「

食

べ
て

治

す

検

査

値

の

注

意

信

号

」

を
５
月

と
９

月

の
年
二

回

開
催

し
て

い

ま

す

。

一

本

気

で

ダ

イ

エ
ッ

ト

（
減

量

教
室

）

…

体
重
（
ｊ

）
÷
〔
身
長
（
バ
）
の
二
乗

〕

＝
二
十
四
以
上
の
肥
満
ま
た
は
肥
満
傾

からだをさまざまな静止した姿勢に

保ち、ゆっくりとした呼吸を行うこと

で、心身の調和のとれた状態をつくり

出していきます。

座ったまま、立つたままの単純でゆ

っくりとした動きを行うことで、から

だと脳をリラックスさせ、生命エネル

ギーを高めます。

向

の
人

を
対

象
と

し
た

十
週
問

に

わ
た

る
コ

ー
ス
。
日

常

生
活

を
見
直

し
、

適

切
な
食
習
慣
・
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
、

健
康
的

に
肥

満
を

解
消

す

る
こ

と

を
め

ざ
し
て

い
ぐ

教
室

で
す

。

平

成
1
0
年

度

参
加

者

（
五

十

七

人
）

の
平
均

減
量

は
、
四

・
二
二
ｊ

で

し
た

。

一

食
べ
て
治

す
検

査
値
の
注
意
信
号
（
栄

養

教

室
）

…
コ

レ

ス
テ

ロ
ー
ル

や
中

性

脂
肪

な
ど

の
気

に
な

る
検
査
値

を
食

事

で
コ

ン
ト

ロ

ー
ル

す

る
た
め

の
教
室

で

す
。
講
義
と
調
理
実
習
に
よ
り
自
分
に

合
っ
た
食
事
内
容
や
食
事
量
を
つ
か
み
、

三
ヵ
月

後

に
努
力

の
成

果
を

血
液
検

査

で
調

べ
ま
す

。

※
「
本
気

で

ダ
イ

エ
ッ
ト
」
と
「
食

べ
て

治

す
検

査

値

の
注

意
信

号

」
の
日

程

等

に
つ

い
て

は
、
そ

の
都
度

広
報

ま

つ
ど
で

お
知
ら

せ
し

ま
す

。

利用料金309 円（2時間）表1. 各種トレーニングスケジュール

曜日 午 前 午 後

月 個人トレ ーニング（午前9 ㈲30 分～正午）個人トレーニング（午後IE晧～5 ㈲）

火 個人トレ ーニング（午前9時30 分～正 午）
☆気功C 午後1 時30 分～3 時）

個人トレーニング （午後3時～5 時）

水 個人トレ ーニング（午前9時30 分～正午）個人トレーニング（午後1時～5 時）

木
☆肩こリ 一腰痛予防体操

(午前10 時～ｎ 時30 分)

☆ヨガ（午後1 時30 分～3 時）

個人トレーニング （午後3 時～5 胯）

金 個人トレ ーニング（午前9時30 分～正 午）個人トレ ーニング （午後1［持～5 時）

土
☆ダイエ ットエクサ サイズ

(午前10 時～リ 時30 分)

個人トレ ーニング （午後1 時～5 時）

（第2 ・4 ・5週は運動指導員による指導は

ありません）

日 個人トレ ーニング（午前9 時～午後ら時）（運動指導員による指導はあり ません）

軽いステップのエアロビクスダンス

でからだの脂肪を燃やし、チューブを

使った筋肉トレーニングで太りにくい

体質をつくります。

肩こりと腰痛の予防と改善のため、

ストレッチ体操や矯正（さようせい）

体操を行います。

※☆印は集団指導です。

なお、集団指導中と昼休み(正午～午後1時)は個人トレーニングはできません。

※第1 ・3 水曜日は休館で す。

左 から

松戸

武 藤節 子さん

菊地順 子さん下 矢切

関 谷富 喜子さん

○ 運 動 一 ロ メ モ

運動 強度は 、心拍数を主な目安 とし てい ます。こ れを基 にし た効果的 な運動

例があり ますので紹介し ます。

＊60 歳の 健康な人 で 、安静時の 心拍数が65 拍／分であり 、50 ％の運動強 度と

増進コ ースで指示さ れた場合

1年＜らい前から月に2～3回、個人トレ

ーニングに来ています。

毎日忙しいので、都合の良いときに来ら

れるのがいいですね。

気功とヨガを受 講し ています。こ こに 通

って20年以上になりますが体を動かすこ

とが 健康の 秘訣 と実感し ています。

最大心拍数年齢安静時心拍数運動強度50％運動強度の心拍数

この人がウォーキングを始める場合、毎分110 拍前後の速さで20 ～40分程

度、週3 ～4回実践すると持久力を高めることに効果的です。

※健康状態・体力等で一人ひとり違いますので、ご相談ください。

平

成
1
1
年
千

葉

県

農

業

基
本

調

査

に

ご

協

力

を

千
葉
県
で
は
、
２
月
１
日
現
在
の

千
葉
県
農
業
基
本
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
調
査
結
果
は
、
県
・
市
町
村
が

行
う
種
々
の
農
業
行
政
の
企
画
や
実

施
に
当
た
っ
て
の
重
要
な
基
礎
資
料

に
な
り
ま
す
。

調
査
員
が
お
伺
い
し

た
際
に
は
、

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

黯
総
務
部
総
務
課
統
計
係

昔
莇
・
７

や

め
よ

う

電

柱

等
へ

の

は

り

紙

・

は
り

札

・

立

看
板

市
で
は
、
街
を
き
れ
い
に
保
つ
た

め
、
違
反
し
て
い
る
は
り
紙
・
は
り

札
・
立
看
板
等
の
撤
去
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
場
合
、

届
け
出
を
し
、
許
可
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

圜
建
築
指
導
課
庶
務
係

昔
屁
・
７
３

「

歌

の

街

」
の

放

送

時

刻

が

変

わ

り

ま

す

防

災
行

政
用

無
線
局

で
放

送
し

て

い
る
「
歌

の
街

」
の
放

送
時
刻

が

、
２

月
１
日
～
４
月
3
0
日
の
問
、
午
後
５

時

に
な
り
ま

す

。

鬩

防
災
対

策
室

昔
屁
・
7
3
0
9

中

小

製

造

業

の

技

術

の

高

度

化

を

積

極

的

に

支

援

し

ま

す

千

葉
県

で

は
、
東

葛
地
域

の

産
業

集
積

の
活

性
化

を
図

る
た
め

、「
基
盤

的

技
術

産
業
集

積
活

性
化

計
画
」

を

策
定

し

、
国

の
承

認
を
受

け
ま

し
た

。

東

葛

地
域

の
中
小

製

造
業

者

が

、

①
新
製
品
・
新
技
術
の
開
発
生
産
②
・

新
し
い
生
産
方
式
の
導
入
⑤
新
し
い
し
い

原

材
料

・
部
品

の
導

入
①
機

械

・
設

備

の
新

増
設
と

い
っ
た
高

度
化

等
を

計
画

し

、
県

が
認

め
た
場

合
、

さ
ま

ざ
ま
な

支
援

が
受

け

ら
れ
ま

す

。

顏

千
葉

県
商
工

労

働
部
工

業
課

新
産

業

推
進

室

容
因
・
2
2
3・
2
6
1
3

・
囲

鵬
・
2
2
2・
４
冖
Ｄ
ｒａ
ｒ
Ｊ

申
告
と
納
税
期
聞
所
得
税
…
２
月

1
6
日
㈹
～
３
月
1
5
日
側
、
贈
与
税
…

２
月

１
日

興
～
３

月
1
5
凵
興

、
消
費

税
…
１

月
１
日

窗
～

３
月
3
1
日
困

確
定
申
告
書
等
は
は
、
自
分
で
正
し

く
作

成
し

、
早
期

に
提

出
し

て
く

だ

税務署の出張相談・税理士会の無料相談

期 日 時 間

会 場

税理士会

松戸支部

常盤平市民

センター

小金原市民

ｾﾝﾀｰ

新松戸市民

ｾﾝﾀｰ

六実市民

センター

2/12 ㈲

午
前９

時
＿　Ｓ

正 午

午 後
Ｓ　４

午 時

後
１

時
を
除
＜Ｗ

●

●15 ㈲

16 ㈲ ●

18 ㈲ ● ４ ● ●

19 銜 ● ○ ● ●

22 ㈲ ● ○

23 ㈹ ● ●

24 ㈲ ●

●

●

○25㈲ ●

26窗 ● ● ○ ●

3/ 挧） ●

2㈹ ●

一 一
●印は 税理士 会の無料相談 、○印 は税務署の出張 相談で す。

※税理士会松戸支部は松戸税務署の前にあります。

※相談者が多数の場合は 、当日の受け付けを締め切ることがあります。

※贈与税・譲渡所得ぐ消費税の申告相談は税務署へ

※各会場とも車での来場はご遠慮＜ださい。

ｌ

ｌ
iII 惚|111111yio゛||11aJI117卜41L

－
幤litS 湊il,iilik

ｻ？゙
りj

ｒ
、1

惣 緊kllii髓 ｋ

二

卜り ni='y nlli 亠荊

JI“MI 黔F

ｙjレ………φ ダ……… 二万
研 師 ｼﾞ

ﾄj4 …… こ1∧匸:ﾛｽﾄ 刄

気功 ヨガ

４つの集団トレーニング

ダイエットエクササイズ･肩こり・腰痛予防体操

さ
い
。

３
月
に
入
り

ま
す
と
税
務
署

が

大
変
混
み
合

い
ま
す
の
で
、

お
早

め
に
お
い
で
に
な
る
か
郵
送
で
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

歴
松
戸
税
務
署

容
3
6
3
・
1
1
7
1

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
早
め
に
提
出
を

各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
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保
健

思

春
期

悩

み

相

談

２
月
1
0囗
湘
　
受
付
時
間
午
後
２

時
～
４
時

会
場
松
戸
保
健
所

対

象
思
春
期
の
お
子
さ
ん
や
そ
の
家
族

・
関
係
者

内
容
思
春
期
の
こ
こ
ろ

・
か
ら
だ

・
性
な
ど
の
悩
み
に
関
す

る
相
談
（
要
予
約
）
　
善
用

無
料

問
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班

昔
3
6
1
・

健

康

生

活

セ
ミ

ナ

ー

「
更

年

期

～

女

性
の

身

体

と

心

」

２
月
７
日
・
1
4日
・
2
1囗
の
日
曜

日
、
各
午
後
１
時
丿
分
～
５
時
　
会

場
千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
（
柏
市
）

内
容
女
性
の
身
休
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
対

応
法
な
ど
　
対
象
県
内
在
住
・
在
勤

者

定
員
各
先
着
六
十
人

春
用

無

料匣

１
月
3
1日
剛
ま
で
に
、
電
話
で
１

葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
ａ

０
４
７
１
・

4
0・
8
6
0
2

へ

※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です。

市 役所 の代 表電 話 は… …S366-1111

代 表FAX は ……11363 ―3200

(松戸市の市外局番は047 です)

高

齢

者

巡

回

介

護

教

室

２
月
1
3
日

出
午
後
↓

時

～
５

時

会
場

特
別

養
護

老
人

ホ

ー
ム
ひ

か
り

隣

保
館
（
柏

市
）
　
内

容
講
演
会

（
痴

ほ
う

の
原
因

と
症

状

・
公

的
介

護
保

険

と
柏

市
の
対
応
）
と

介
護

実
技
（
介

護

の
要

点

と

心

得

）
　

対

象

県

民

定
員
先
着
五
十
人
　
費
用
無
料

椡

２
月

８

日

鋤

〔
必

着

〕

ま
で

に

、

（

ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

・
電
話
番

号

・
「
２
月
1
3
日
高

齢
者
巡
回
介
護

教
室

希

望
」

と
記

入
し

て

、

〒
m
1
8
5

6
0

松

戸
市
小

根

本
七

東
葛

飾
支
庁

社
会
福
祉
課
（
日
3
6
1
・
4
0
7
7
）
へ

ポ

リ

オ
ワ

ク
チ

ン

の

追

加
接

種

昭
和
5
0年
～
5
2年
生
ま
れ
の
人

が

他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
、

ポ
リ
オ
の

免
疫
を
保
有
し
て
い
る
割
合
が
低

い

こ
と
が
、
厚
生
省
の
調
査
で
わ
か
り

ま
し
た
。
次
に
該
当
す
る
人
は
、
再

度
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象
昭
和
5
0年
～
5
2年
生
ま
れ
の

人
で
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に

渡
航
予

定
の
人
ま
た
は
、

ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
子
ど
も
が
い

る
人

※
費
用
や
実
施
場
所
等
は
お
問

い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

舞
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

昔
3
6
6
・

胃

が

ん

検

診

の

追

加

実

施

２

月
１

囗
丱

・
８
日

丱

・
９
日

㈹

受

付

時
間
午

前
９

時
1
5
分
～
1
0
時
3
0

分

会
場
中

央
保

健

セ
ン

タ

ー

対

象
胃
が
ん
検
診
申
請
済
の
人
で
ま
だ

受
診
し
て
い
な
い
人
　
費
用
五
百
円

（
七

十

歳
以

上

の
人

と
市

民

税

非

課

税
世

帯

の
人

は
無
料
）

※
レ

ン
ト

ゲ
ン
検

査

（
問
接

撮
影

）

を

行

い
ま
す

の
で

、
ボ

タ
ン

や
金

具

の

な

い
肌

着
を
着

用
し

て
く

だ

さ

い
。

※
受

診
前
日

の
午
後
９

時
以

降

は
、

。
切

の
飲

食
（
水

・
タ
バ
コ
も
）
を

し

な

い
で
く

だ
さ

い
。

※
共

通
受

診
券

は
必

ず
持

参
を

燹
健

康
課

検
診

係

登
3
6
6
・
7
4
8
7

愛

の

献

血

（
松

戸

グ
リ

ー
ン

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク
ラ

ブ

）

２
月
１
日
囲
午
前
1
0時
～
1
1時
と

午
後
Ｏ
時
1
5分
～
３
時
3
0分
　
会
場

新
松
戸
駅
前

圜
健
康
課
検
診
係

登
鰯
・
7
4
8
7

イ

ン

フ

ル
エ

ン

ザ
の

予

防

ポ

イ
ン

ト

▼
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る

▼
人
混
み
を
避
け
る

▼
室
内
の
乾
燥
に
気
を
つ

け
る

▼
マ
ス
ク
の
着
用

▼
手
洗
い
と
う
が
い
の
励
行

▼
早
め
に
診
察
を
受
け
る

幼
児
や
高
齢
者

・
基
礎
疾
患
の

あ

る
人
は
肺
炎
等
の
合
併
症
を
引

き
起

こ
し
や
す
く
、
早
め
に
診
療
を
受
け

る
な
ど
十
分
な
注
意
が
必
要
で

す
。

鵞
松
戸
保
健
所

音
3
6
1
・
２
１
２
１
、

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

音
3
6
6
・
7

4
8
3

ぐ３
４

国

際

理

解

講

座

「

外

国

文

化

に

ふ

れ

て

み

よ

う

」

２

月
２
Ｈ

～

３
月
２

日

の
毎
週
火

曜
日
［
全

五
同
］
、
午

後
７
時

～
８
時

3
0
分
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま

っ

ど
　

内

容
イ

ラ
ン

・
韓
国

・
ネ

パ

ー
ル
ほ

か
を
予

定
　

定
員
先

着
三

卜

人
　
費
用
無
料

圃

電
話

で
矢
切

公
民

館

登

高
・
1
2

1
4

へ

ワ

ー

ク
チ

ャ
ン

ス

セ
ミ

ナ

ー

２
月
２
口
火
怎

囹
９
時
3
0分
～
午

後
４
時

匐
分

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ま
つ
ど
　
内
容
女
性
の
再
就
職

に
役
立
つ
情
報
の
提
供
・
就
職
相
談

な
ど
　
定
員
先
着
三
十
人
　
費
用
無

料圉
電
話
で
諦
2
1世
紀
職
業
財
団
千
葉

事
務
所
公
帽
・
2
2
5
・
2
2
9
5

へ

聖

徳

大

学

オ

ー

プ

ン

ア

カ

デ

ミ

ー
（
S
O
A
）
第
三
期
公
開
講
座

１
月
3
0
日

出
～
３

月

丿
日
圉
　

内

容
「
中
国
語
会
話
入
門
（
講
師
＝
聖

徳
大

学
講
師

・
李
哲

権
氏
）
」
「
家

庭

で

パ
ソ

コ
ン

を
楽
し

む
」

ほ

か
五

講

座

（
各

講

座
と

も
一
回

九
十
分

で
四

～
八
回

）
　

定

員
一
一
十
五

～
四

卜
人

費
用
七
千
五
百
～
一
万
五
千
円
（
入

会
金
五
千
円
、
教
材
費
実
費
）

※
詳
細
は

お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

皿

聖

徳
人
学

Ｓ
Ｏ
Ａ

セ

ン

タ
ー
公

莇

・
1
1
1
1

亅
内

線
３

０乙
９
Ｘ
Ｉ

き

も

の

着

付

け

お

よ

び

生

活

マ

ナ

ー

講

座

①

２
月

７
日

か
ら
月
三

回
口
‥
曜
日

〔
全

ト
ニ

回

〕
、
午
前
1
0
時

～
正

午
②

２
月
1
0
日
か
ら

月
三

回

水
曜
日

〔
全

十
二

回
〕
、
午

後
１

時
～

３
時

会
場

小

金

原
市

民
セ

ン

タ
１
　

費

用
各

．

万

円

圃

松

戸
生
活

文
化

協

会
・
安

達

容
猖

講
演

ビ

デ

オ

編

集

講

座

①
初
級
１
１
月
2
9日
糜
・
3
0日
出

・
3
1日
面
②
中
級
＝
１
月
3
0口
出
・

3
1口
㈲
　
時
間
①
午
前
の
部
＝
午
前

1
0時
人
正
午
、
午
後
の
部
＝
午
後
１

時
3
0分
～
３
時
3
0分
②
午
後
１
時
3
0

分
～
４
時
3
0分

会
場
森
の
ホ
ー
ル

2
1情
報
セ
ン
タ
ー
　
内
容
ホ
ー
ム
ビ

デ
オ
を
編
集
し
、
タ
イ
ト
ル
・
音
楽

な
ど
を
入
れ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

作
る
　
持
ち
物
自
分
で
撮
影
し
た
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
と
新
し
い
ビ
デ
オ
テ
ー

プ

定
員
①
各
回
三
人
②
各
回
一
人

（
各
先
着
順
）
　
費
用
無
料

匣
１
月
湎
日
天
午
前
1
0時
か
ら
、
電

話
で
森
の
ホ
ー
ル
2
1情
報
セ
ン
タ
ー

登
3
8
4
・
5
0
5
0

へ

ミ
ル
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー
i
n
ち
ば
「
カ

ル

チ

ャ

ー

食

ッ

ク

ー
ミ

ル

ク

の

文

化

論

」

３
月
６

日
出

午
後

１
時

洳
分

開
演

会
場
市
民
劇
場
内
容
基
調
講
演
「
牛

乳

と

カ
ル

シ
ウ
ム
」

＝
食
文

化
研

究

家

・
永

山
久

夫
氏

、
フ

ォ
ー

フ
ム

＝

医

学

博
士

・
本
多

京
子
氏

、
歌

手

・

ロ
ザ
ン
ナ
氏
定
定
員
三
亘
二
士
．
人

（
抽
選
）
　
費
用
無
料

匣

２
月
1
5
囗

側

〔
消
印

右
効

〕

ま
で

に
、

往
復
（

ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

・

年

齢

・
電
話
番

号

・
同
行

者

の
氏
名

（
い
る
人

の
み
一
人

ま
で

）
を
記
入

し

て
、
一７
罰
－
0
0
4
1

千

葉
市

中

沢

区

本
千

葉
町

一
三

の

．
本
千

葉
ビ
ル

ー
葉
県

牛
乳

普
及

協
会

（
昔
固
・
2
2
4

・
4
8
3
9

）
　へ

琴
（
初

心

者

）
講

座

２
月
1
8
日

～
４

月
１

囗

の
毎

週
木

曜
口
〔
全
七

回
〕
、
午
後

１
時
～

２

時

3
0分

会
場
矢

切
公

民
館

定

員
先

着
十
五
人
　
費
用
五
千
円

※
琴

・
爪

は
お
貸

し
し

ま
す

。

圉
電

話
で

箏
曲

サ

ー
ク
ル

・
池
田

昔

3
6
1
・
１
ｎ
び
８
ｑ
Ｊ
へ

市

民

集

会

「

講
演

＝

ア

グ

ネ

ス

・
チ
ャ
ン
～
み
ん
な
地
球
に
生

き

る

ひ

と
」

２
月
７
囗
㈲
午
後
１
時
～
３
時

会
場
市
民
会
館
定
員
先
着
千
二
白

人
　
費
用
千
円

※
保
育
あ
り
（
二
歳
以
上
就
学
前
ま

で
の
子
、
要
予
約
）

醫
松
戸
市
民
集
会
実
行
委
員
会

登
3
6
2

詩

吟

初

心

者

講

習

会

２
月

４
日

・
1
8日

・
2
5日
、

３
月

４
日

・
1
1日

・
1
8日

の
木

曜
日

〔
全

六
回
〕
、
午
前
1
0
時
～
正
午
会
場
五

香
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
無
料

頚
詩
吟
神
風
流
松
風
会
・
吉
沢
登
3
8
4

ア

メ

リ

カ

ン

ス

ク

エ

ア

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

２
月

６
日

～
３

月
2
7
日

の
毎

週
土

曜
日
〔
全

八
回
〕
、
午
後

１
時

～
４

時

3
0分

会

場
馬
橋
市

民

セ
ン

タ
ー

内
容

カ
ン
ト

リ

ー
＆

ウ
ェ
ス

タ
ン
で

の
八
人
一
組
の
踊
り
　
費
用
五
百
円

圃
馬

橋
ス

ク

エ
ア

ダ
ン
ス

ク
ラ

ブ
・

柴
田

容
涙
・
9
5
2
0

消

費

生

活

出

張

セ

ミ

ナ

ー

日 時 会場 内 容 持ち物 定員 費用

2/ ㈲ ）

午前10時

～午後1時
キ

ン
タ
｜

持って便利 、使ってお得、クラ

フトバスケッソトを作る

講師東葛市民生活協同組合職員

筆記用具

はさみ 一

洗濯はさみ

先着

20人

材料費

500 円

無料

10㈹

午前ｍ時

～正午

知って納得、買っで安心、やっ

ぱり本物～偽ブランドを買わな

い、買 わされない知識を学ぼう

講師勍製品輸入促進協会職員

筆記用具
先着

30人

17團

午前扣時

～正午

優雅なひととき、ハーブと一緒

の生活～ハーブの利用法や効能、

効果について

講師英国ハーブソサエティー会員

筆記用具
先着

15人
無料

匣
１
月
2
9日
童
ま
で
に
、
電
話
で
消

費
生
活
課
登
3
6
6
・
7
3
2
9

へ

松戸地域職業訓練センター（テクノ21)講座

講 座 名 日 時 定員／費用

ワープロ

パ
ソ
コ
ン
講
座

パソコン ・

ワープロ入門講座

①2/ 2 ㈹・　3㈲　 午前

②2/18困‘19 銜　 午後　 各10人

①2/13 ㈹　　　　 土曜　6･000 円

②2/25 休）・26銜　 午後

旧 人

2/20①2 牡　 土曜 ］2,000 円
旧0,000 円）

Windows95 入門講座

ワープロソフト

WOrd 入門講座

表計算ソフト

エクセル入門講座
2/S訟23 ㈲　 午前

10人

10,000
円

(8,000 円)

※午前=午前9時30分～午後0時30分、午後=午後1時30分～4時30分

土曜=午前9時30分～午後4時30分

マッキントッシュパソコン講座

初心者入門講座

2/ 9 ㈹･10 團
16 因･17 ㈲

午後1時30分～4時

5人

15, 000円

高齢者向け講座～ゆっくり楽しくパソコ
ン教室（対象65歳以上）

2/22i㈲･23 ㈲　　　　　1　　5人

午後1時30 分～4時　　　　ﾜ,000 円

インターネット入門講座

(対象マウス操作・文字入力のできる人)

2/ 6（士）　　　　　　　　　10 人

午後IE侍～4 時　　　　　　3,000 円

市

民

ま

ち

づ

く

り

講

演

会

２
月

７
囗
㈲

午
後
２

時
～

４
時

会
場

女
性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う

ま

っ
ど

テ

ー
マ
こ

れ
か

ら

の
自
治
体

経
営

と

ま
ち
づ
く
り
　
講
師
法
政
大
学
教
授

・
松
下

圭

一
氏
　

対

象

市
内

在
住

・

在
勤
者
定
員
先
着
五
十
人
費
用

五

百
円

（
資
料

代
等

）

※
講
演

終
了

後
、
講

師
を

交
え
て

。

参
加

者
と

の
交

流
会
を

開
催

。

巫

２
月

１
日

興
ま
で

に
、

フ
ァ

ッ

ク

ス
で
住

所

・
氏
名

・
電
話
番

号

・
フ

ァ
ッ

ク
ス
番

号

（
あ
る
人

の
み
）

を

記

入
し

て
、

松
戸
ま

ち

づ
く
り

連
絡

協
議

会

（

登
鰯
・
6
1
1
3

）

隰

鰯

・
6
1
1
2

へ

教

育

フ

ォ

ー

ラ

ム

「

子

ど

も

を

主

人

公

に

し

た

教

育

の

実

現

を

め

ざ

し

て

」

１

月

丿
日

出
午

後
２

時
～
４

時
4
5

分

会
場
千

葉
県

労
働
者

福
祉

セ

ン

タ
ー
（
千
葉
市
）
　
　
内
容
保
護
者
・

教
職

員

・
ス

ク
ー
ル

カ
ウ
ン

セ
ラ

ー

を

パ
ネ

ラ
ー
に

教
育

に
つ

い
て

考
え

る
　

定
員
先

着
五
百

人
　

費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

鵞
連

合
千

葉

登
0
4
3
・
2
4
4
・
2
9
1
1

※費用のうち(　) 内は当会員事業所・当団体会員メン バーの場合です。

圃1 月25日(月)午前9時から､松戸地域職業訓練センター(小金原1 の19 の3fi349

-3200) 窓口で受講料を添えて 、先着順に受け付け。

新

春

い

け

花

・

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

毎
月

第
二

・
四
週

の
①

木
曜
日

コ

ー
ス

ー
２
月
４

日

（
２
月
1
1
日

が
祝

日

の
た
め
）
か
梟

蒙
ｙ（
曜
日

コ

ー
ス

＝

２

月
９

囗

か
ら

②
歪

曜
日

コ

ー
ス

ー

２

月
1
2日

か
ら

の
各

五
ヵ

月
間

［
全

十

回

］
、
正

午
～

午

後

２

時
　

会

場

①

市
民

会
館

②
八

柱
市

民
セ

ン
タ

ー

③
明
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
各
一
万

一
．千
五
百

円

（
花
代

別
）

圃

電
話

で
奥

様

い
け
花

会

・
永
田

昔

3
8
5
・
７

０
Ｑ乙
ｎ
Ｍ″
へ

文

化

講

演

会

「
わ

が

ま

ち

を

子

供
や

孫

に

た

く

す

に

は
」

２
月
2
8日
㈲
午
後
１
時
3
0分
～
５

時
会
場
ペ
リ
エ
大
ホ
ー
ル
（
坦
千

葉
駅
ビ
ル
六
階
）
　
講
師
日
本
ふ
る

さ
と
塾
主
宰
・
萩
原
茂
裕
氏

定
員

先
着
三
百
人
　
費
用
無
料

圉
２
月
1
5日
㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
（
ガ
キ
ま
た
は
フ
ア
ッ
ク
ス
で

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
〒
沺
－
0
0
1

3
千
葉
市
中
央
区
中
央
四
の
匸
お

一
〇
千
葉
県
教
育
会
館
内
千
葉
県
土

地
家
屋
調
査
士
会

（
萱
㈲
・
ｒ

・
7

8
3
9
）
砌
砌
・
惣一
・
8
0
8
4

へ

！

チャンネル

■p'II"

6

衛
生

情報
，

ｉ

講
座
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催

し

物

地

域

ま

ち

づ
く

り

塾

「
ま

ち

づ

く

り

市

民

ワ

ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

」

２
月
1
3日
出
午
後
２
時
～
６
時

会
場
市
役
所
別
館
地
下
研
修
室
　
内

容
参
加
型
ま
ち

づ
く
り
の
方
法
論
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
手
法
と
体
験

対
象
松
戸
駅
周
辺
地
区
に
在
住
・
在

勤
で
水
と
み
ど
り
と
歴
史
の
回
廊
づ

く
り
に
関
心
の
あ
る
人
　
定
員
先
着

三
十
人
　
費
用
無
料

惠
２
月
７
日
面
ま
で
に
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
フ

ァ
ッ
ク
ス
番
号
（
あ
る
人
の
み
）
を

記
入
し
て
、
松
戸
ま
ち

づ
く
り
連
絡

協
議
会
（
登
3
6
6
・
6
1
1
3

ブ
叫
3
6
6

・
6
1
1
2

へ

野
鳥

観

察

会

（
江

戸
川

）

２
月
７
日
雇
午
前
８
時
松
戸
駅
東

ロ

デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
前
Ｈ
時
現
地

解
散
（
雨
天
中

止
）
　
持
ち
物
筆
記

用
具

・
観
察
用
具
な
ど
　
費
用
無
料

（
交
通
費
実
費
）

類
纈
ま
っ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

昔
3
4
5
・
9
8
4
6

松

戸

青

年

社

交

ダ
ン

ス

サ

ー

ク

ル
創

立

記

念

パ

ー
テ

ィ

ー

２
月
2
1口
収
午
後
５
時
丿
分
～
８

時
3
0分

会

場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

１
　
費
用
卞
五
百
円
（
お
弁
当
・
抽

選
会
の
景
品
代
を
含
む
）

圃
電
話
で
松
戸
青
年
社
交

ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
・
本
間
谷
3
4
3
・
0
4
7
9
（
午

後
６
時
～
1
0時
）
へ

ガ

ー

ル

ス

カ
ウ

ト

「

一

日

ス

カ

ウ

ト

無
料

体

験

」

２
月
７
日
⑧
午
前
1
0時
土
止
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

対
象
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
興
味
の
あ

る
平
成
1
1
年
度
に
六
歳
以
上
の
女
子

※
障
害
児
団
も
あ
り
ま
す
。

惠
電
話
で
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
連
絡
協

議
会

・
米
原
公
3
6
7
・
9
0
1
6

へ

松

戸

ブ
ラ

ス

オ
ル

ケ

ス

タ

ー
定

期

演

奏

会

２
月
1
1日
聡
午
後
２
時
～
４
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　
内
容
Ｏ
・
レ

ス
ピ
ー
ギ
作
曲
「
ロ
ー
マ
の
祭
」
、

ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ
「
シ
ン
グ
・
シ

ン
グ
・
ジ
ン
ク
」
ほ
か
　
費
用
無
料

鬪
松
戸
ブ
ラ
ス
オ
ル
ケ
ス
タ
ー
・
本

山

登
罰
・
２
１
６
９

・

新

春

ソ

シ

ア

ル

ダ

ン

ス

愛

好

者

の

集

い

１
月

譱
日
～

３
月

匐
囗

の
毎
週

火

曜

日
〔
全

十
回
〕
、
午

後
７

時
～

９
時

会
場
ハ
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

．
回
百

五
十
円

（
会

場
使

用
料
）

※
初
心

者
歓

迎

鬩

ス

バ
ル
ハ

ケ
崎

ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル

・
川
田

昔
3
4
1・
4
5
8
1

福

祉

バ

ザ

ー

２
月
1
1日
脚
午
前
1
0時
3
0分
～
午

後
ｏ

時
丿
分

会
場
常
盤
平
市
民
セ

※
品
物
の
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

電
話
を

い
た
だ
け
れ
ば
取
り
に
伺

い
ま
す
。

嚮
松
戸
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

公
如
・

2
1
6
1

（
月
り
金
曜
日
の
午
前
1
0

時
～
午
後
２
時
）

人

形

劇

「

南

総
里

見

八

犬

伝

」

２
月
1
4囗
襾
午
後
３
時
～
４
時
3
0

分

会
場
さ
わ
や
か
ち

ば
県
民
プ
ラ

ザ
（
柏
市
　
定
員
四
百
七
十
三
人

費

用
八
百
円

※
観
覧
チ
ケ
ッ
ト
は
、
さ
わ
や
か
ち

ば
県
民

プ
ラ
ザ
総
合
受
付
・
高
島

屋
柏
店
・
柏
そ
ご
う
で
発
売
中

圃
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
ａ
ｏ

４
７
１
・
4
0・
Ｑｏ
″り
ｏ
ｏ

お
知
ら
せ

リ

サ

イ

ク

ル

品

の

配

布

会

毎

月

第

四

日

曜

日
（
２

月

は

財
一
口
‥
）

午

前

９

時

～

午

後

２

時

内

容

プ

ラ

ザ
に
展
示
し
て
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
品

を

配

布

（
申

し

込

み

多

数

の
品

物

は

抽

選

）

愀

不

用

に

な

っ

た

品

物
（
家

電

製

品

、

家

具

、

自

転

車

、

本

な

ど

）

が

あ

れ

ば
電

話

で

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。

ご

自

宅

ま

で

取

り

に

伺

い

ま

す

。

※
中

国

の

大

連

理

工

大

学

日

本

学
研

究

所

（
高

校

生

程

度

の

読

解

力

あ

り

）

へ

送

る
書

籍

を

募

集

中

圜

ミ

ニ

リ

サ

イ

ク

ル

プ

ラ

ザ

公
3
6
8・

5
3
7
1

（
午

前

９

時

～

午

後

４

時

、

月

曜

日

休

館

）

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

「
松

寿

園

」

職

員

募

集

職

種

看
護
婦

・
上
、
寮

父
母

、
事

務

員
　

勤
務
時
間
午

前
・
Ｏ
時

丿
分

～

午
後
５
時
3
0
分
　
募
集
人
員
若
干
名

用
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時

の
間
に

、
電
話

連
絡

の
上

、
履

歴

書

を
持

っ
て
特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
「
松

寿
園

」
（
昔
3
8
6
・
6
3
5
7

）

へ
職

種
在
宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の
①

コ

ー
デ
ィ

ネ

ー

タ
ー
②
ホ

ー
ム

ヘ
ル
パ

ー
　
応
募
資
格
①
社
会
福
祉
士
、
保

健
婦

・
士

、
看
護

婦

・
士

②

ホ
ー
ム

ヘ
ル

パ

ー

（
介
護

福
祉
士

ま
た

は
ホ

ー
ム
ヘ
ル

パ

ー
養

成
研
修

一
～
二

級

課
程

修
了
者

）
①
忿

ど

も
健
康

で
意

欲

が
あ
り

、
市
内

の
福

祉

・
医

療
機

関
に

勤
め

て

い
な

い
人
　

募

集
人
員

若
干
名
勤
務
形
態
週
五
日
（
土
・

日
曜

日
、

祝
日
勤

務
あ
り

）

匣
２

月
４

日
水
ま

で

の
午
前

９
時
～

午
後

５
時

の
問

に
、
電
話

連
絡

の
上
、

履
歴
書
を
持
っ
て
謝
松
戸
市
福
祉
公

社
庶

務
係

（
昔
莇
・
2
9
7
5

）

へ

ス

ポ

ー
ツ

１
月
3
1日
旧
午
後
Ｏ
畤
部
分
受
け

付
け
、
午
後
１
時
開
講

会
平

小
金

原
体
育
館
　
講
師
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表

・
浅

井
え
り
子
氏

持
ち
物
運
動
で
き
る

服
装
と
上
履
き
　
費
用
無
料

※
栗
ヶ
沢
小
学
校
が
駐
車
場
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

圉
当
日
会
場
で

鬨
ス
ポ
ー
ツ
課

公
3
6
3
・
9
2
4
1

い

っ

し

よ

に

ジ

ョ

ギ

ン

グ

し

て

み

ま

せ

ん

か

１
月
3
1
日
、
２
月
７
日
の
日
曜
日

〔
全

二

回
〕
、

午
前

８
時

～

扣一
時

会

場

運
動
公

園

武
道
館

前

対
象

高

校

生
以
上
　
費
用
無
料

圃

当
日

会
場

で

贋
松

戸

健
走

会

・
小

柳

容
3
6
2
・
５
３

京

葉

レ

デ

ィ

ス

健

康

マ

ラ

ソ

ン

３
月
2
1
日

冊
午
前

Ｈ
時

ス

タ

ー
ト

会

場
ら

ら

ぽ
１

と

テ
ニ

ス
ク

ラ
ブ
並

び
駐
車

場

（
船

橋
市

）
　

種
目

十
い

・
五

丿

二

般

・
高

松
生
）
、
三
い
（
中

学
生
）
、
二
い
（
小

学

生
）
　
定
員

各

種
目
今
計
で
先
着
千
五
百
人
　
費
用

一
般
二
千

五
百

円

、
高

校
生
千

五
百

円

、
小

・
中

学
生
千

円

※
申

し
込
み

は
２

月
2
2
凵
涯
ま

で

※
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ

い
。

圃

京

葉
レ

デ
ィ
ス

健
康

マ

ラ
ソ
ン

大

会
事

務
局

昔
砌
・
圓

・
3
1
1
3

松

戸

市

野

球

協

会

の

参

加

申

し

込

み

を

受

け

付

け

２

月
1
4
日
収

午
前

９
時
～

午
後

３

時

会
場

運
動
公

園
武

道
館

会
議

室

対

驟

①
ク

ラ
ブ
チ

ー

ム

＝
市

内
在

住

者

で
構

成
②

会
社

・
官

公
庁

チ

ー
ム

＝
市

内
同

．
事

業
所
勤

務

者
で
構

成

費
用
年
三
万
円
（
申
し
込
み
時
に
納
入
）

圜
松
戸
市
野
球
協
会
・
野
々
下
公
屁

－

―

―

‐
ｒ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｊ

全

国

発

明

く

ふ

う

コ

ン

ク

ー

ル

作

品

募

集

内

容
平

成
６
年

１
月
以

降
に

日
本

国

特
許
庁

に
出

願
さ

れ
た
新
し

い
発

明

規
格

縦

・
横

・
高

さ
の
合

計
三

片

（
一

辺

の
最
長

∵

五

び
）
　・
重

量
四
十
丿
以
内
の
も
の
　
費
用
無
料

（
作

品

の
搬
入
出

費
用

は
自
己

負
担
）

※
発

表

は
８
月
ヒ

旬

※
作
品

展
覧

会
を
８
月

下
旬

～
９
月

上
旬
に
三
越
日
本
橋
本
店
で
予
定

圉

２
月
1
0
日

水

〔
必

着
〕

ま
で

に
、

郵

送
で

〒
2
6
0
－
0
8
5
4

千

葉
市
中

央
区

長

州

一
の
九

の
一
県

庁
南
庁

舎

内

韭
発
明

協

会
千
葉
県

支

部

（

容
帽

・
2
2
2・
0
6
6
8

隰

固
・
叨
‘・
4
0

5
1

）
　へ

１
月
2
9日
圃
午
後
６
時
3
0分
か
ら

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
ビ
ル
六
階
会
議
室

内
容
３
月
1
9日
原
～
６
月
2
5口
吻
の

利
用
分

持
ち
物
筆
記
用
具
・
印
鑑

費
用
無
料

※
空
き
が
あ
れ
ば
２
月
１
日
丱
か
ら

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

舞
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
登
3
6
6
・

受
付
期

間
２
月
２
口
火
～
1
2日
嵐

対
象
博
物
館
法
施
行
規
則
第
一
条
第

一
項
第
五
号
に
規
定
さ
れ
て
い
る
博

物
館
実
習
単
位

の
取
得
希
望
者

実

習
期
間
７
～
８
月
定
員
十
五
人

周
市

立
博
物
館
学
芸
係
＆
3
8
4
・
８
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広報ま つ ど1999 年(平成11年)1月25日

見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

期 日 内 容　　（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

大
ホ
ー
ル

2/ 6 ㈹ 親子春風コンサート　　　　　　　 ☆ 1∠1:30
千葉県生活協同組合連合会

ぶ⊃43-224-｢ｱﾜ53

7日 児童アニメ映画会　　　　　　　　　☆ 13:50 ファミリーフィルム 慳⊃3-3∠凵9-ﾜ261

11 祝 松戸ブラスオルケスター演奏会 14:00
松戸ブラスオルケスター・本山

S360-2169

13 比
東京バレエ劇場附属馬橋バレエ研究所

発表会
回:00

東京バレエ劇場附属馬橋バレエ研究所

昔■343-88引

14(日)高木幼稚園音楽会 13:00 高木幼稚園・椎名　 公38ﾜｰ4809

20 圉
荒馬座公演

民族芸能集「あした葉のうた」　　 ☆
18:30 荒馬座　　　　003-3962-5942

小
ホ

｜ル

1/27 ㈲ HIROSHI PIANO LIVE '99　　　☆ 畑:00 労音東葛センター　Q365-9911

28 困
｢歌舞伎はともだち｣

歌舞伎衣裳の解説と実演ほか　　　 ☆
18:30

対松戸市文化振興財団

S38 ∠4-5050

30 丗
松戸子ども劇場

「バーレルセルの森にて」　　　　　 ☆

1∠1:30

18:00
松戸子ども劇場　　Q386-9154

31 紐 ジョイント・コンサート 14:00
松戸クラシック音楽を楽し む会・

大谷　　　　　　　S362-3ﾜﾜ5

2/ 6 出 NHK 大河ドラマ「元禄繚乱」文化講演会 14:00 NHK千葉放送局改〕43-22ﾌｰﾌﾟ311

6出 一一一一一一一　　　　　　 一一　‥-‥ 一一-
わたしたちのコンサート 19:00 鈴木晴美　　　　　S342-5636

7貝 松戸学院音楽教室発表会 13:00 加藤ひとみ　　　　Q362-3116

11 冊 '99カワイ音楽教室発表会 10:00 カワイ音楽教室　　 Ｓ図 卜 引29
X  J - 　 　 ■ ■ -

1 4 ⑧ 森のホール21

バレンタインコンサート「愛を歌う」☆
14:00

G4松戸市文化振興財団

容38∠1-5050

21 (Eﾖ)島村楽器ピアノ発表会 10:15 島村楽器・熊谷　　 容'365-0569

25困
「金子みすず」の世界をうたう

吉岡しげ美コン サート　　　　　　 ☆
18:30

吉岡しげ美コンサート実行委員会・

湯浅　　　　　　　Q343-1289

市民会館
期 日 内 容　　（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

1/30R 国立音楽大学第24回同調会コンサート ☆ 13:30 国立音楽大学・福井H341-ﾜ6ﾜ1

2/ 7糾
第21回松戸市民集会　アグネス・チャン講
演会「 みんな地球に生きるひと」　　　☆

13:00
松戸市民集会実行委員会

S362-3ﾜ3B

14 図
よこすかウインドアンサンブ ル　ウインタ

ーコン サート
14:00

よこすかウインドアンサンブル・

渋谷　　　　　　　S368-1454

※月曜日は休館

文化ホールギャラリー
期間 内容 問い合わせ先

1/2? 伽～31 ⑤ 松戸市小中学校造形作品展 教育委員会指導課　　　　S366-ﾜ ∠158

富士愛好会　　　　　　　 登362-55ﾜ92/ 3 ㈲～7 日 富士百景写真展

10困 ～11㈲ 東葛地方技術・家庭科作品展 教育委員会指導課　　　　a366-ﾜ458

16 ㈹～28(自)松戸市書道展 教育委員会社会教育課　　Q366 一ﾜ462

開館時間…午前10時～午後ら時　※月曜日は休館

松戸駅市民ギャラリー

期 問 内 容

2/2㈹～28(ぼ午後1時15 分・

3時15 分から上映
(土・日・祝日は午前11 時か

らも上映)

ハイビジョン映像「 永遠のマエ ストロ/イタリア美術紀行　苦悩の

巨人ミケランジェロ」（上映時間引 分）

3月：「永遠のマエストロ／イタリア美術紀行ロティツィアーノと

ヴェネチア・ルネサンスの巨匠たち」（上映時間41 分）　会場講堂

観覧無料
※2/ﾜ⑤・21（口）は講座開催のため午前11時35分から上映し ます。

3/14 縋まで

教育展「教科書のなかの道具とくらし」　内容小学校社会科の教科

書に登場するひと昔前の生活用具・農具の実物を通し て当時の人々

の暮らしを考えます 会場企画展示室　観覧無料

2/7(1日卜3/21 ≫の隔週日厦日
[全4回〕午前10 時～110130

分

考古学講座「考古学から見た日本の歴史～古墳時代編Ｉ 」

内容旧石器時代から近世まで、最新の考古学の研究成果から日本

の歴史を見直すシリーズの3年目　講師博物館学芸員　定員80人（抽

選）　費用無料

痢2月１日㈲〔必着〕までに、往復ハガ牛に住所・氏名・電話番号を

記入して、〒2ﾜ0-2252松戸市千駄掘671市立博物館「考古学講座」

係（S38 ∠F-82ﾜ2）へ

休館日月曜日（祝日は開館し 、翌日休館）・第4金曜日 一年末年始（ツ/28 ～1/4)　 開館時間午前

9時30 分～午後ら㈲（入館は午後4時30分までり　常設展観覧料一般300 円（240 円卜 高大学生 恆O円

（100 円＞ 小中学生mO 円（60円） ＜（　）内は団体料金/20 人以上＞

※毎月第2・4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

ガイドツアー（展示解説）毎日午前10時 一午後2時から30 分間（参加者は観覧料が必要です）

江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日午後1時・2時・3㈲・4時から各回男女各1人（申し込みは

電 話で試着体験係:Q384-82'ﾜ2 へ）

｀`＼ 期間 内 容

屋
不

2/ 2 ㈹～13 出 「絵手紙展」八柱絵手紙の会

１
2/13tt)午前10時～11 時30分 バードウォッチング　講師自然解説員・首藤美恵子氏

20(土)午後2時～3 時 季節の見どころ歩き　講師パークセンター職員

圉当日パークセンターで　定員先着25人　費用無料　※雨天中止

愆
毎週水・土・日曜日と祝日、午前10

時～正午と午後1時～3時30 分

みどりの相談員による花や緑に関する相談( 電話でも受

け付けます)

開館時間…午前9時～午後∠1時　※月曜ｲ木館

期 日 内 容　　（☆印は有料） 開演時

間

問い合わせ先

1/30R ｢ナージヤの村｣ 上映会　　　　　　 ☆ 14二00 鈴木順子　　　　　　　S363-33ﾜ8

2/11 竕 ﾋﾟｱﾉ ・エレクトーン発表会 13:30 小林幸一　　　　　　　Q366 一月89

大迫美枝子　　　　　　S364-422020 ㈹ 着物着付け発表会 10:00

21 絲 川のコンサート 13:00 (市)川をきれいにする課Q366-1152

23 ㈲ 仕舞と謡の会 11:CX⊃ 香川みゆき　　　　　B345-5580

※月曜日は休館

戸定歴史館
期 間 内 容

4/18(1日)まで

徳川家のくらし

松戸徳川家の本邸・戸定邸は、現在も明治1ﾜ年創建時の姿をよ＜残

しています。ここには江戸時代からの伝統を踏まえつつも、明治時代

ならではの徳川家の生活かありました。この展示では、松戸徳川家に

伝来した屏風（びょうぶ）・絵画・漆工品などを当時の写真などと共に展示

し、明治時代の徳川家の生活を紹介します。

入館時間‥･午前9 時30 分～午後4 時30 分( 月曜日は休館。ただし､ 祝日は開館し翌日休館)

入館料‥･一般60 円 、高大学生40 円、小中学生20 円

※毎月第２･４土曜日は小中学生の観覧は無料です。

相 談名 期 日 時 間 会 場 瓸 相談名 期 日 時 間 会 場 圃

交通事故
月～金曜日

午前9時～午後5時
市民相談室 市民相

談室
金融問
題の相
談も行
います

人権相談

第1～第4 金曜日

一 一 一1(月)

午前10時～午後3時

市役所相談

コーナー 千葉
地方
法務
局松
戸支
局市
援護
課庶
務係

市政･一般 午前8時30分～午後5時 馬橋支 所

2㈹ 六 実支 所
法律相談

(予糸勺制)

毎週月･火･木曜日 午後1時～5時

市

役所相談コ
ーナ

2㈹ 小金支 所
第1月曜日 午前9時～正午

3溂 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時 3氷 新松戸市民センター

登記相談 第3 金曜日 午後1時～4時30分 4沐） 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(S363-6278) でも行っています。

住宅相談 毎週水曜日 午前10時～午後4時 心

配

Ｊ

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ

馬橋支 所

社会
福祉
協議
会

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午 1(月)

2火

2叫

六 実支 所
住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

小金支 所
労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
3伽・17團 常盤平支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(S361－4089)でも行っています。 3冰)・17feW 新松戸市民センター

小金原市民センター

巡

回

年

金

相

談

2(火)

5(金)

午前10時～午後3時

常盤平支所
国民年金
課摘要係 4附・18床

小 金 支 所
ゆ う ま つ ど

ここ ろの 相談

第卜 第4月曜日

第2～第4木曜日
午前10時～午後4時 女 性 セ ン タ ー

( 相 談 室 直 通)

O363-0505

9㈹

－　一一　一一
－

12(4)

小金原支所

馬 橋 支 所 第1木曜日 午後2時～8時

女 性就業 相談 火･金曜日 午前10時～午後4時
16(火) 六 実 支 所

女 性パ ート

労 働 相 談
2火

午後1時30分～

午後4時30分

女 性 セ ン タ ー

S364-877819 蚩 新松戸支所

23閃 矢 切 支 所 就学相談( 予 約制)
月～金曜日

午前9時～正午・

午後塒30分～4時30分
教 育 研 究 所
S366-746126 窗 東 部 支 所 教育相談( 予約制)

消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時
消費生活センター
S365-6565

青少年相 談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～
午後4時30分

少年 セ ン タ ー
S363-7867

育 児 相談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8恥o分～㈲飭時

北 松 戸保 育 所
Q367-4646

青少年相 談( 来所)

〔予約制 〕
午前9時～午後5時

少年 セ ン タ ー

Q366-7464

※住宅課容366－7366 、商工観光課S366-7327

救急医療体制
お気軽にご相談＜ださい　２月の相談あんない

市民劇場

21世紀の森と広場パークセンター

森のホール21

松戸市の市外局番は０４７です。

博物館

健康保険証をお忘れなく

◆テレ ホ ン案 内サ ービ ス

〔当 日の医 療機関( 待機病 院 、休 日在宅

当直医､ 夜 間急病 診療所､ 休日土 曜日夜ｌ

間歯科 診療所等) を案内し てい ます〕

… …S366 －0010

平日 午 後4 時30 分～翌 日 午前9 時

休日と土 曜 午前9 時～ 翌日 午前９時

◆ 夜 間急 病診 療所 … …0368-3756

衛 生会 館内　 毎 日 午後8 時～11 時

◆休日 土 曜日 夜間 歯科 診療 所

… …≫365-3430

衛生 会館 内　 午後 ８時～11 時

－

相談はすべて無料です。

期間 2/4 ㈲まで 2/5窗～18 ㈲ 2/19R ～3/4 團

東
あすなろ会洋画展

牋伊倉S343-0128

笹岡利宏絵画展I

圜笹岡S361-8543

パッチワークキルトミニ作品展

醯角田S366-4011

西
虚空窯陶芸教室作品展

圀白次Q369-0321

淡彩画会ミエルコレス作品展

圃鈴木25364-50ﾜ0

小林恵美ハンドニットグル一プ展示会

囲小林386-3ﾜ10
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